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ご操拶
昨年秋に発刊 したすず らん通信に「9月 に

入つてからも35度を超える猛暑 日が続いて

いる。貝元に日本は亜熱帯になつている」 「急

激な気温上昇 と年々深刻化する少子高齢化を

考えると10年、 20年後の 日本が不安」と

書きましたが、今年は 6月 から35度を超え

る猛暑 日が続いてお り、少子高齢化もさらに

深刻化 し、昨年生まれた新生児は 70万人以

下となり、所謂ベ ビーブーム世代の 3分の 1

以下となっています。

昨年抱いた不安はより大きくなっています

が、政治家は地球温暖化、少子高齢化対策よ

りは目先の集票に繁がるお金のばら撒きや消費

税の減税を主な公約に掲げてお り、未来の展望

が見えません。先 日の参議院選挙では、新興の

ポピュリズム政党が躍進 し、一層不安になりま

した。法律家として出来ることは限られていま

すが、孫子の世代が今 よ

り暮 らしやすい社会にな

るにはどうしたら良いか

を考えその実現に向けて

努力 して行きたいと思つ

てお ります。

(鈴木典行)
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Suzuran Law Office

各議士コ巧ム～事業継恐あれこれ～
1 はじめに

最近、顧問先の代表者や事業経営の中心

を担っていた依頼者が高齢になったため、

以前のように事業を継続 して行 くことが困

難 とな り第二者に事業を譲渡 した り、事業

自体を廃止するケースが出てきています。

長い間お付き合いをしていた依頼者が事業

から離れるのを見るのはとても寂しいこと

です。事業を廃止する会社の中には事業は

順調に行つているのに勿体ないと思 うケー

スも少なくあ りません。事業を廃止するの

ではなく上手に承継する方法について考え

てみたいと思います。

イ 第二者に譲渡する

経営権を第二者に譲渡することが考えら

れます。従業員の中に信頼出来る人物がい

る場合は、事業経営について知見があるこ

とが想定され望ましい選択肢の一つと思わ

れます。そのためには、日ごろから人材を

見抜く目を養い長期間かけて人を育てる必

要があります。自分中心の経営を行つてき

た経営者は後継者を育てることは難 しいと

思います。 日ごろから従業員を大切にする

心構えが必要です。

会社の従業員以外の第二者に事業を譲渡

する場合は、譲渡について法律、税務の視

点から検討を加える必要性がさらに高まり

ます。各分野の専門家の助言を受けること

が不可欠です。M&Aを 業務 とする会社の

中には営利主義に走っている会社もありま

すから十分当該会社の内容を見定め後で後

悔することのないように慎重に手続きを進

めて欲 しいです。M&Aが 思ったようでは

なかったとい う相談も比較的多 くありま

す。

12)事業を廃止する場合

上記のように出来るだけ事業継続の方法

を探って欲 しいと思いますが、事業継続の

方法が見つからずやむを得ず事業を廃止す

る場合は、折角長年育ててきた事業ですか

ら形成 した資産を有効に処分する方法を検

討 して欲 しいと思います。そのためには、

事業廃止までにある程度時間的余裕をもつ

て処理 して行くことが大切です。廃上に向

け公々に事業を縮小 し、従業員も整理 して

行く必要があります。 トラブルの生じない

事業廃上のためには、専門家の助言を受け

ながら時間を掛けて行 うことが重要だと思

います。

まとめ

以上の考察から、事業の継続、廃止いずれも

十分時間を掛けて検討する必要があることが分

かります。 日々の業務に追われ現在のことを考

えるのが精一杯で先々のことは考えられないと

お考えの方も多いと思いますが、ここで一度立

ち止まって会社の将来のことを考えてみてはど

うで しょうか。ご相談お待 ちしてお ります。

(文責 :鈴木典行)

2 事業の継続・廃止について

位)事業を継続するためには

ア 子どもに承継 してもらう

事業を継続する方法として最初に思

いつ くのは、子 どもに事業を承継 して

もらうことです。子 どもが親の事業に

関心を持ち承継 してくれるのが一番で

すから親の事業に関心を持つように育

てる必要あ ります。尤もこれが一番難

しいことかもしれませんが親の背中を

見て子が親の職業に関心を持つように

育てる努力が必要だと思います。

子 どもが事業を承継 してくれる場合

でも子 どもが複数いる場合は、誰に承

継 してもらうか、誰を中心にするか難

しい場合 もあ ります。相続で揉めない

ように予め準備することが肝要ですが

これも簡単ではあ りません。中には、

後に承継 した子 どもと親が揉めるケー

スもあ ります。このような トラブルを

避けるためには、専門家の助言を受け

ながら長期間かけて承継方法を練る必

要があると思います。

兄弟が協力 して事業を経営 している

場合は、その次の子 ども達世代におい

て経営権を巡る争いが生ずることが し

ば しばあ り、相談事案の一類型 まで

なっています。事業が順調に行つてい

る時こそ不測の事態に備えて株の持分

比率を十分検討するなど次の世代のこ

とも考えて経営する必要があります。

■
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弁護士コ巧と ～′W′、ラの搬害者・加害者にならなしlために～

1  1ま じめ 1こ

当事務所 もしば しば 「ハ ラスメン ト」

に関す る相談が寄せ られます。ハ ラスメ

ン トに関 しては、実際に受けた人の感 じ

方 に も個 人 差 が あ る こ とか ら、実 際 に
「どこか らがパ ワハ ラなのか」判断に悩

む使用者 の方 々 も少 な くない と思 い ま

す。

そこで、 「パ ワハ ラ」の被害者や加害

者 にな らないために気 をつけるポイ ン ト

や実際に 「パ フハ ラ」が発生 した際の具

体 的 な対応 策 を取 り上 げたい と思 い ま

す。
2 パワハ ラ該当性 の判断
パ ワハ ラを受 けた と主張す る人が 「パ

ワハ ラ」 と感 じた ら「パ ワハ ラ」に該 当

す ると主観 的な観点か らパ フハ ラ該 当性

を判断す る方がみ えますが、法的な意味

での 「パ ワハ ラ」は、一般的に下記の よ

うに解 されています。

労働施策総合推進法の第 30条 の 2で
は、 「事業主は、職場 において行われ る

優 越 的 な関係 を背 景 と した言動 で あつ

て、業務上必要かつ相 当な範囲を超 えた

ものによ りその雇用す る労働者の就業環

境が害 され ることのない よ う、 (中 略 )

必要な措置 を講 じなければな らない。」

と規定されています。

そのため、職場 における 「パ ワハ ラ」

について相談 を受 けた際には、個別具体

的な事情を把握 した上で、 「①優越的な

関係 を背景 とした言動 に基づいているこ

と」、 「②業務上必要かつ相 当な範囲を

超 えたものであること」、 「③労働者 の

就業環境 を害す るものであること」の 3

つ を中心 とした観 点か ら「パ ワハ ラ」に

該 当す るか総合的に検討す ることにな り

ます。

実際にパ ワハ ラとして認定 され るケー

スは、主に 「身体的な攻撃 (殴 る・蹴 る

な ど)」 、 「精 神 的 な 攻 撃 (暴 言、侮

辱、名誉棄損 な ど)」 、 「人間関係 か ら

の切 り離 し (無 視、仲間外れな ど)」 、
「過大な要求 (業 務上不必要な業務や達

成不可能な業務 を課す な ど)」 、 「過少

■な要求 (能 力や経験からかけ離れた業務

を課すな ど)」 、 「個の侵害 (プ ライベー

トな ど私 的 な こ とに過 度 に 立 ち入 る こ

と)」 などが挙げ られます。

3 パ フハ ラ対策

使用者 に よるパ ワハ ラ対策 と しては、
「①従業員に対 してハ ラスメン トに関す る

研修な どの周知・啓発活動 を行 うこと」、
「② 相 談 窓 口や 相 談 体 制 を整 備 す る こ

と」、 「③パ ワハ ラが発生 した場合 には迅

速かつ適切 に対応す ること」等が必要 とさ

れています。

特に、弁護士に相談す るよ うなケースで

は、実際 に従業員 か らパ ワハ ラの訴 えが

あつた場合に、使用者 として関係者 を含 め

た ヒア リングを行 うな どの適切 な調査を経

て、当該 パ フハ ラに関す る事 実 の認 定 を

行 った上で、適切 な対応 (懲戒処分や指導

な ど)が 取 られているか否かが問題 となる

ケースが多 くみ られます。

使用者 としては、適切 なパ フハ ラ防止策

を怠った ことによ リパ ワハ ラ事案が職場内

で発生 した場合には、不法行為責任 (使用

者責任)や債務不履行責任 (職場環境配慮

義務違反)な どに基づいて責任が問われ る

可能性があ ります。また、法人代表者 など

もパ ワハ ラの事情を認識 しなが ら何 も対応

を しなかった場合な どには責任 が問われる

こともあるので注意が必要です。

4 さいごに

職場内でパ ワハ ラをは じめ としたハ ラ

スメン トが疑われ るよ うな事案 が発 生 し

た場合、使用者 は、適切 な調査 を行 った

上で、ハ ラスメン ト該 当性 の判 断お よび

その対応 を行 う必要が あ りますが、実際

に対応 を行 う際には、関係者 のプ ライバ

シーの保護 な どの問題 も発 生す るため、

専門的な判断も求められます。
ハ ラスメン トに対す る防止策やその対

応 に迷 われ るよ うなこ と

があ りま した ら、お気軽

に当事務所 まで ご相談 く

だ さい。

(文 責 :鈴木裕大 )
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弁護社口巧ム ～後見制度の問題点とメgrv卜～
1 はじめに

高齢のため判断能力が低下して、自分の財

産を管理することができなくなったとき、ど

のようにしたらよいで しょうか。判断能力の

程度に応 じて成年後見、保佐、補助の制度が

あります。その中で代表的な成年後見制度に

ついて考えてみたいと思います。

が必ず しも本人のために使われていると

は言い難い点があります。

イ また、親の認知能力が低下 した とき

に、親の財産はそのままにしておくべき

か、親の不動産を有効活用するべきなの

かの判断も容易ではありません。後見人

には本人意思尊重義務 と身上配慮義務が

あ りますので、私は本人の意思を尊重

し、家族同士が トラブルにならないよう

に配慮することを心掛けています。

131 改正の検討

以上のような問題点があり、法定後見の

開始・終了、成年後見人の交代等の改正が

検討されています。

3 成年後見制度のメリット

成年後見制度は、どうい う場合に使 うと有

用なのでしょうか。例えば、誰かが本人の財

産を勝手に使ったり、処分 しようとしている

ときに、本人の財産がなくなるのを防止する

(protect)こ とが期待できます。認知能力

が低下した本人が生活することができるよう

に財産を守 り、家族同士が トラブルになるこ

とを回避できる手段になると考えられます。

まとめ

成年後見制度には上述のような長所、問題

点があります。そして成年後見人は責任の重

い仕事です。財産管理では、関係各所への届

出、預貯金の管理、不動産の管理、金融商品

の管理、支出の管理、場合によつては確定申

告までも行わなければなりません。身上監護

では、契約を結んだり、定期訪問したり、と

きには医療同意や身元保証の問題に直面する

ことになります。

近親者の認知力低下と財産管理に悩まれて

いる方は、私と一緒により良い問題解決を検

討 してみませんか。 (文責 :小倉崇宣)

2 成年後見制度の問題点

現在、成年後見制度の見直 しが検討されて

お り、令和 7年 6月 10日 には中間試案が出

されま した。その背景には 「成年後見制度

は、使い勝手が悪い」という意見が多いよう

です。現行制度にはどうい う問題があるので

しょうか。

但)本人が財産を思つたように使えなくなる

ア 後見開始の審判がされると、本人が従

前のように自分の財産を使えなくなりま

す。それまで本人が子供や孫に対 し、贈

与税がかからない年間 110万 円の範囲

で小遣いや教育費等を渡 していても、後

見が開始 されると、裁判所が本人の意思

が確認できないとして、その支出を認め

ない場合があります。

成年後見人に選ばれた弁護士は、本人

と面会 し、家族 との関わりや本人の気持

ちを踏まえ財産の支出を検討 し、裁判所

に対 し必要性や相当性があるとして、報

告書を出すことがあります。 しかし裁判

所がその成年後見人の意見を取 り入れ

ず、贈与を認めないこともあります。

イ また後見制度を始めると、判断能力が

回復するなどの事情がなければ (一般に

回復することはまれです)本人が亡くな

るまで利用をやめることは難 しいです。

もちろん全く利用をやめることができな

いわけではありませんが、後見制度を使

う必要がある人が制度を利用するのを躊

賭する原因になっています。

121 本人のために後見制度が使われていると

は言い難い

ア 本人自らが申立てをすることは実際少

なく、ご親族の方等の利害関係人が申立

てをすることが一般です。例えば、本人

の財産の処分に関心があり申立てを検討

する場合もあります。つまり、後見制度

4
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日々雑感
～stavHumuHLStav FooIIsh～

アップルの創始者でアイパ ッドなどの装置で

有名なスティーブ 。ジョブズ氏は多くの著名な講

演 を してい ます。そ の 中で も2005年 ス タン

フォー ド大学の卒業式におけるスピーチは有名で

す。生きて行く上で参考になると思われる内容が

ありますので、その一部を紹介 します。

一つ目は、「COnnect the dots」 「点と点を

繋げる」、今やつていることがいずれ人生のどこ

かでつながって実を結ぶと考え信 じて行動する。

これは 「目先の利益に囚われることなく行動す

る」 「縁を大切にする」とい うことだ と思いま

す。二つ目は 「IW‖ibe dead soon h mostim‐
po計ant tool」 「自分は間もなく死ぬという認識

～心械体～
最大限のパ フォーマンスを発揮す るために

は、 「′い技体」のバランスが必要 と耳にするこ

とがありますが、どの順番で重要かとい う点は

あま り考えたことがないかもしれません。この

点について、元プロ野球選手のイチロー氏は
「体→心→技」とし、 56歳にして現役騎手の

武豊氏は 「体→技→心」 とある対談で語つてお

り、二人 とも「体」を一番手に挙げていたのが

印象に残つています。私は、 「体」や 「′い」が

整 つていて も「技」がなければ意味がない と

思つてお りましたが、プロとして結果を残す人

は、プロに求められる 「技」は当然身につけて

いるものであり、その 「技」を最大限発揮する

ために 「体」が最も重要 と考えているのだと感

～筆に宿る桁と

'～趣味の一環で美術館によく足を運びます。 6

月にはミロ展 (東京都美術館)と モネ展 (豊 田

市美術館)に行きました。

ミロ展は、ミロが画家を志 した初期から晩年

に至るまでの作品を集めた展示でした。特に印

象的だったのは、1920年代頃のモチーフの変容

です。若い頃は農民や太陽、頭都など大きく静

的なモチーフを写実的に描いていました。しか

し、パ リでシュルレアリス トたちとの交流を経

て、女性や鳥、星などの小 さく動的なモチーフ

が増えました。鳥や女性には自由に飛び立つ軽

やかさがあり、星は祈 りの象徴に見えました。

その変容には、不穏な時代に対する静かなアン

チテーゼを感 じました。

が重要な道具である」。これは、 「間もなく死

ぬと考え一 日一 日を大切に生きるとい うことJ

だ と思 い ます。最後 に「Stay Hungry,Stay
Foolhh」 、 「ハ ング リーで あれ、愚か者 であ

れ」これ も「目先の利益に囚われるな」 「お金

(物 質)に 囚われるな」 「自分の本当にしたい

こと (自 分の心)に従つて生きろJと い うこと

だと思います。

私のところに相談に来る人の中には、これと

反対の人生 (目 先の利益を追い、物質・社会的

地位 に執着する人生)を送ってより悩みを深め

ている人が多くいるように思われます。

(文責 :鈴木典行)

じました。法律のプロとされる弁護士も最大限

の リーガルパフォーマンスを提供するために

は、法律知識等の 「技」を日々精進 しながら、

健康的な「体」を維持することが大切です。特

に、異常な暑さを感 じるようなった夏のこの時

期になると、室内外の気温差が大きいため自律

神経を乱 して俗怠感を感 じた り、体調を崩 しや

す くなります。私も適度な運動に加えて、体が

本来持つている体温調節機能を害 しないように

エアコンの温度もうまく調整 しながら会々に体

を慣 らすよう心掛けて異常にも感 じられる夏を

乗 り切るよう心懸けています。

(文責 :鈴木称大)

モネ展 は 《睡蓮》を中心 とした展示で し

た。晩年になると、自内障の影響で作風が大

きく変化 します。視界の色彩がにじみ、時に

赤みを帯びることで、見つめ続けてきた世界

の色が変わ り、筆に取る絵具の選択 さえも左

右 されました。 《睡蓮》 とい う1つ のモチー

フに生涯をかけて取 り組んだモネにとつて、

想像を絶する苦悩だつたでしょう。

ミロもモネも、変化や苦難の中で筆を執 り

続けま した。時代を越えて名を遺す者は常に

行動 し、刺激を柔軟に受け容れ、成果物 とし

て昇華させることを学びました。

(文責 :清水恭子)
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～清本蕪子舎議士 退所のご擦拶～

令和 7年 7月 31日 をもちまして、当事務所を退所いたします。当事務所に入所 してから担当

した 1つ 1つの事件に思い入れがあり、色々な挑戦をさせていただきました。

皆様のお力になることができればという思いで弁護士になりましたが、私自身が事件や皆様に

育てて頂いた 1年 5カ 月でした。当事務所で得た学びはかけがえのないものです。当事務所での

経験を糧に、今後も引き続き弁護士として執務いたします。

改めて、当事務所への入所を契機に、皆様 と貴重なご縁を賜れましたこと、感謝いたしており

ます。末筆ながら、皆様の益々のご活躍とご健康をお祈 り申し上げます。

◆新たに入所した小倉崇宣弁護士のご紹介
本年 3月 よりすず らん法律会計事務所に入所 しました。入所以来、一般民

事事件、破産事件、不動産・建築紛争、顧問業務、後見や遺言執行、刑事事

件などバラエティに富んだ幅広い事件に関わっています。誠実・謙虚をモ ッ

トーにして業務に取 り組んで参 りますと

私は、幼い頃にモンテ ッノー リ教育を受け、それ以降自分の興味を持った

ことに自由に取 り組んできました。青年期に入 り、人物の事績や歴史を学ぶ

中で、政治学に興味が生まれ、早稲田大学政治経済学部で政治学を専攻 しま

した。その後、政治学に隣接する法学に触れ、法学はより現実社会で実践で

きると考え、法律家 として社会に貢献 したいと思 うようになりました。東京

大学大学院の法曹養成専攻に入 り、特に遺言法・倒産処理・企業法務の学習を通 して、物事を法

的に分析 し解決する思考力を培ってきました。

現在、弁護士のプロフェッション (人や社会のために尽 くすよう誓 うことが求められる専門

職)と して責任を果たすことができる点に魅力を感 じ、執務をしています。皆様からご相談いた

だいた トラブルや悩みについて、どのように考えて対処するのが適切かをア ドバイスさせていた

だき、より良い解決に導くことができるよう努力 して参 ります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお

願いいたします。 (文責 :小倉崇宣)

業務窯向
夏期休業のお知 らせ

当事務所は下記日程で夏季休業とさせていただきます。
ご不便ご迷惑をおかけすることになりますが、よろしくお願い申し上げます。

休業 日 :8月 14日 (木)        。i◆|。|.拳
-01◆

や il奪 i二◆稔 tl薄舜 Ⅲ

当事務所では、【辻冶時法律相談の申込みを受付けており 052-239-1220

真繁F曇畳曇:手号と豊富;搭忌3そ二言三をモ宴料乙懲翼融.=エーミユ爵Xi塩岳在盆.イニ
は無料です。詳細はホームページをご覧下さい。

ホームページもご覧下 さい。

http://www.suzuranlaw.com/
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